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に
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-
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爾
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大
E

パ
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ツ
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氏
の
如
き
去
る
九
月
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に
赴
&
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伊
太
利
政
苻
と
何
等
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の
協

f
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げ

-
た
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の
事
實
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°

形
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て
斯
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く
者
ん
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は
ア
ド
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チ
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ク
海
上
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の
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I

圆
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解
決
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る
に
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ゃ
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知
る
可
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す
可

i

 

f

れ
ど
名
伊

|

の

k

ド
ジ
ャ
チ
、
ク
海
上
權
と
云

S

 

し
く
は
南
力
ス
ラ
グ
の
統

-
J

C
云
ひ
一
に
聯
合
國
が
完
全
な
る
戰
勝
を
博 

始
め
て
現
實
な
令
問
題
；た
る
可
き

も

.の

に

し
.て
伊
太
利
敗
戰
の
.現
狀
に
於

其
解
決
も
し
く
は
實
现
は
今
や
之
を
確
實
に
期
待
す
る
こ

S

能
は
ざ
る
に 

る
や
を
恐
る
、
も
の
な
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た
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.
米
切
手
は
通
例
西
，

ft

。仙
花

.の
如
き
堅

^

紙
を
縱
に
三
分
し
た
る
も
の
を
用
紙
ビ
し

*

J

尺 

一i

三
分
橫
四
寸
五
六
分
あ
り
、又
稀
に
ば
全
紙
を
四
分
し
た
る
も
あ
：ぅ
。
切
手
面
に
は
俵
數
を

. 

第

一

に
揭
げ
、次
に

' 

切
^
^
替
に
右
の
俵
數
を
交
.付
す
べ
き
旨
を
記
し

*

後
に
何
藏
ぐ
し
記
せ
り
。

タ

手

西

の

俵

數

は

藏

藏

R

よ

6

或

は

ニ

十

俵

な

る

あ

り

'

一

十

五

康

な

：る

あ

り

、又

三

十

俵

な
 

る

.も

あ

-c
y

て

、

|

5K
せ

ず

と

雖

も

•此

は

j

俵

の

內

’味

の

不

同

に

よ

る

も

の

に

し

て

、二
俵
に
て
ニ 

.
石
，

V
J
,

な
：る

も

の

|1
ニ
：
十

俵

、ニ

_俵

.半
に
て
一

.
,
石

ど

な

る

も

の

は

二

十

五

俵

、三

俵

に

て

ー

石

^

な 

る

も

の

は

三

十

俵

と

.記

す

。

即

ち

切

手

一

枚

を

以

て

十

»

を

代

表

す

る

こ

ど

は

皆

同

じ

。

本

文

は

藏

藏

：に

よ

り

相

違

ぁ

：

i

も

節

..單

な

る

は

「

右

可

”ー
相
渡
一
也

」

と

記

し

逛

に

之

に

『

水

火

之
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不
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^

ビ

沖
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せ

る
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「

右

代

銀
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濟

預

也
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火
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候

*
以
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又
は
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切
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可
ゾ
爲：；
反
古T

水
火
之

*

不
ビ
存
候
、已
上

」

と
丁
寧
に
記
せ
る
も
あ
纟
。
要
す
る
に
米
切
手
は
葳

M 

R

V

代
« .

を
受
霞
せ
る
挪
米
の
保
管

a t

書
な
れ
ば
萬
一
水
火
の
雛
あ
ぅ
と
雖
も
、藏

0
に
て
は 

之
.が

辨

偾

に

任

せ

ず

と

い

へ

る

な
6

。

又
切
：は

保

管

期

限

な

i
 

一
®
の
保
管
期
限
を
經
過 

せ
.ば
、此
の
预
證

*
,は
無

*效
な
办

w

い
へ
る
な
ら
。

最

後

の

何

纖

と

あ

る

は
.切
手
發
行
渚
な
る

.こ
；
ビ

說

明

を

待

た

ず

し

て

明

ら

か

な
b

o

諸
大 

名
：か
：.領
■內
牽

a4
.の
米

*

.
を
大
阪
に
輸
送
し
て
之
を
寶
捌
け
る
乙
と
は
、豐

[5

氏
時
代
ょ
り
行
は 

れ
、徳
川
時
代
を

.通
：じ
、其
の
風
繼
_

せ
り
。
避
等
の
諸
大
名
が
米
を
第
一
ぐ

j

し
、領
內
特
殊
の
產 

物
を
资
却
せ
ん
が
爲
に
：大
阪
に
設
け
た
る
屋
敷
を
稱
し
て
藏
屋
敷
ビ
い
ふ
。

い
づ
れ

も

水
®
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の
値
に
當
め

る

：

地
：に
位
し
、中
ノ
岛^

:

あ
る
も
の
尤
も
多
し
。
其
の
總
數
は
延
質
年
間
に
八
十
邸
、
 

元
祿
年
間
に
九
十
五
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¥

^

に
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十
五
邸
あ

b

た
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•以
上
の
三
項
は
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;
何
な
る
米
切
手
に
も
記

*

せ
、
b

る
る
耍
素
な
る
が
、尙
質
手
の

M

M

名
前

• 

質
入
の

月
：： I
I。

米
の
產
出
年
度
。切

手

の

番

號

等

を

記

入

せ
る

も

あ
>

9

0

紙
面
に
大
小
數
種
の
印 

形
を
擦
せ
る
ビ
、切
手
面
の
文
字
の
特
興
：の
字
體
を
備
ヘ
た
る
と
は
、切
手
の
正
眞
な
る
を
證
明 

す
る
と
共
に

、
®

造
を
-
防
が
ん

•
と

す

る

目

的

：に
，因
る
な
る
ベ
し
。

.:

藏
米
を
藏
屋
敷
よ

b

買
a

得
.
る
資
格
あ
る
も
の
は
米
仲
買
に
限
れ

i
 

3

れ
ど
多
數
の
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仲
：質
が
各
藏
の
藏
米
を
隨
意
に

v

:M
a

得
る
ビ
い
ふ
に
は
あ

"ら
ず
、藏

藏

に

よ
b

出
入
の
伸
質
自 

ら
ブ
定
せ
ぅ
。

之
，を
藏
名
前
と
稱
し
'

,
種
の
特
權
た

6

。
故
に
某
藏
.の
鹧
名
前
を
有
せ
ざ
る 

仲
^

が
其
の
藤
米

〗

を
質
入
れ
ん
と
す
る
時
は
、他
の
仲
買
よ
、
藏
名
前

を

，

借
用
す
る
な
力
。

.
藏
来
の
賀
入
は
一

:
切
入
札
：に
よ

6

、相
對
寰

5 1

年
る
も
の
無
し
。
入
札
拂
下
の
時
期
は
藏
米 

廻
着
の
時

0
に
よ

り

自

，ら
相

違
ぁ
り

o

藏
米

中

筑

前

米

•肥
後
来
•
中
國
米
，廣
島
米
の
如
き
所
謂 

西
國
米
は
、八

•
九
•
十
月
頃
：よ
ぅ
新
'穀
：を
賣
始
.

(

め
、所
謂
北
國
米
中
出
雲
米
。米
子
米
は

W

國
米
に
同 

じ
け
れ
ど
も
、其
の
他
は
翌
春
の
三
四
月
頃
よ
り
入
札

^

行
ふ
。
さ
て
藏
屋
敷
に
て
挪
米
を
行

は
ん
.
と
す
る
時
は
、當

.日
早
朝

.屋
敷
に
て
も
町
家
'に
て
も
掃
米
場
所
に
左
の
看 

.

:

「
j

 

1

米
何
千
俵

: :
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右
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看
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見
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1る「
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屋
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は

右

藏

屋

.擻
の
銀
掛
屋
即
ち
金
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出
納
人
を 
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米
何
千
俵

」

對
す

: 5
.
代
飯
: *
®

®

は
、規
定
の
如
く
、落
札
者
ょ
ぅ
當
藏
通
擻
銀
掛

J 1

何
1

何
兵

# ; 

に
納
入
す
ベ
し

V
J
,

指
定
せ
る
な
ム
。

敷
銀
は

.

筑
前
藏
*

薩
摩
藏
は
百
石
、に
つ
き
三
百
自
、外
藏
は 

ニ
頁
目
に
し
て
落
礼
の
發
日
持
參
す
る
を
通
例
ど
す
れ
ど
も
、石
數
多
き
除
は

!

ヾ

」

稱
し
^

 

札
當
日
に
敷
銀

.
を
徵
：す
る
乙
と
あ

t

:

:

代
銀
は
落
札
當
日
ょ
ぅ

A

日
自
に
納
入
を
要
す
る
ぁ 

◊

又
十
日
目
な
る

‘
も
ぁ
り
て
趸
亦

I

定
せ
ず

0

,

®

米
®

板
出
て

.

*

る
IH
i

s

入
希
擊
の
米
：

i

l
J M

は
正
米
相
場
の
引
方
頃
、即
ち
今
の
十
二
時
前 

に
俵
數

•

代
®

を
半
切
紙

.
に
，認
め
、之
に
上
封
を
爲
し
、表
面
に
何
國
米
入
札
、裏
面
に
屡
號
名
前
を

二 

：
入

：

.
41~

~
:

.
~

~
~

~
™

~
~

~
~

l
:

.
.
'

.

.
:
:
:
:
一
 

二 

何
—

；
^

百
：俵
:

.

,

.
 

し

:'

:

:'
:
 

_

何
：俵

：に
#

何
抢
何
匁
何
分
：：か
：へ
.:
.
へ

:

.

'

ー
右
之
通
直
：段
：に
七
買
：請
可
中
候
以
上

:

' 

j

'
月

'
日
.

'
.

.
:

何
屋
何
ー
兵
衛

：
一

：
：

御

舉

行

樣

.

| 

•

IL
し
封

n
z

に
仕
切
判
を
押
し
て
拂
米
場
所
に
持
參
し
、入
札
番

»

を
聞

®

け
て
歸
る
。

0

格
同

一，な
る
時
は
'入
札
時
間
の

.
M
速
に
照
し
て
^

礼
*
を
宛
ひ
れ

«

?

6:
入
札
の
雛
形
上
記
の

如

し

.0. 

. 

、
'
.
:
:

開

札

は

午

後
.一1
‘時
頃
ょ
：り
始
り
、落

礼
*

の
屋
號
名
前
•
其
の
俵
數
，代
龈
を
公
示
す
。
落
札
の

::
落

札

1

.米

何
15

:,俵
:.
;;

何
®
何
匁
替 

一
米
何

"

百
俵

「

：
：
 

:

何
扮
何
匁

#

 

\.HT

:

-日
：

.何

屋

何

兵

衛
'

何
屋
何
右
衡
肉

何

國

米
，高
は
最
初
の
看
板
，高
に
限
る
；，あ
り
、中
に
は
看
板
高
に
拘
ら
ず
、入
札
直
段
に
ょ
り
て
俵
數
を 

愤
加
す
る
藏
屋
激
も
あ
ぅ
、入
札

^

段
下
府
と
認
む
る
時
は
賓
拂
を
中
±
す
る
こ
ビ
も
亦
藏
屋 

敷
の
：隨
意
な

5
-
0

‘
落
札
の
公
示
あ
り
た
る
時
は
、落札
潘
は
印
形
持
'參の
上
，石數
及
び

.落
札
直
段
を
記
入
し
た

第十ニ卷

.
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四
.31)
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米
切
手
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四五
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藏

1 >
敷
の

f t

筂
R

擦

s
：

し
て
貝
請
の
事
實
を
承
認
し
、

翌

.

日

敷
銀
を
納
む
。
或
は
右
帳
簿
を
落 

札
者
の
手
許
に
送
ぅ
來

h

て
捺
印
を
求
む

る

も

あ

6

。
若
し
落
札
考
敷

銀

を

納

め

ざ

る

時
は
、
 

屈
敷
は
左
の
看
板
：を
出
し
て
落
札
を
無
效

V」

し
、尙
藏
名
前
の
取
消
、即
ち
將
來
入
札
の
權
利
を

一'
何
月
何
日
礼

.

一
ー

#

»

返
^

人

':
:

,

::

何

> 1

何
矣
衛

东
系
す
ノ

JI
L

の
着
板
?:

板

獄
門
と
喂
へ
、

板
獄
門
に
か
か
る
は
仲
買
の
最

名

耻
辱
と

す

る

沂

な

K
V
-
&
0

btru 

* 

J 

f
u 

々
f 

i

、
く
 

*
: > 

) 

T
J 

ト
‘
 

サシ

/;
，

，
ぎ
i

落
ネ
紫
は

.豫
&

の
»

日

に
¥

;

b

左
の
彩
紙
に
代
銀
を
.添

へ
て
掛
屋
.に
持

參

し
、策
农

1

何

米

，
何

十

俵

，'何

拾

何
匁
か
へ

’
代

鈒

直
«

::
;
'
.
:

:

. 

落
礼
主 

月

；.
日

ソ

:
■
何
屋
何
右
衛 

射
厘

.

何

屋

何

兵

衛

殿
'
,

書

を
受
領
す
。
之
を
銀
切
手
ど
い

ひ
、
銀
姻
手

.を
藏
屋
敷
に
持
參
し
、之

V」

引
替
に
米
切
手
を
得

■.
 

• 

.

.る

な
り
。
但
し
、掛
屋
に
て
直
ち
に
来
切
手
を
交
付
す
る
も
ぁ
り
。
又
代
鈒
鈉
の
期
日
を
待
た 

ず
し
て
、
落
札

俵
數
の
全
部
若
し
く
は

|

部(

十
：石
以
上
に

限

る)

の
芷
米
：

を
：藏

出
し
、或
は

其
の
米 

切
手
を
得
ん

V
J

す
る
時
は

'
代
銀
爾
入
期
に
先
、た
ち
、偽
數
に

相

當
す
る
代
銀
を
鈉
入
す
れ
ば
可 

な
b

o

-從
つ
て
掛
屋
よ
り
交
付
し

^

:る
： #

切
手
に
で
、直
ち
に
藏
出
を
爲
し
得
る
藏
藏
も
あ
り
ハ 

腐
一

限

日
に

至
り
、
代
銀
を
納
め
ざ
る

時
：
は
、
敷
鈒
流

返
米
^

唱
へ
、敷

銀
を

沒
收
し
、
藏

名
前
を

取 

消
す
■乙
ビ
無
敷
返

米

人
に
同
じ

0:
.

米
切
手
は

勿
論

、
未

、
た
米
切

手
を
得
ず
し
で
單
に

敷

銀
を
掛
け
た
る

ま
で
の

も

の、換

言
す
れ 

ば
：切
：手
を
得
べ
き
權
利

.
を
、

市
場
：に
賣
買
，す

る

を

得

る
な

う

。

;後
者
の
場
合
に
は
書
式
の
如
き 

「

_
紙
を

寶
虫

：よ
.
り
：質
主
に
交
：付
す
。
::
:
:本
_文
中
何
屋
某
»
ビ
ぁ
る
は

差

紙
の
質

請

人
な
り
。

此 

の
差

紙

は
甲
よ
り

乙
、乙
よ
う
丙
と
順
次

喪

質
せ
ら
れ
、最
後
の
買
主
よ
う
期
日
に
至
り
代

銀
? :

:
掛
.■

屋
.
R

.納

.

め
銀
.
切
' 

手
.

又
は
.
米
.
切
^

を
.部
.
取
.

る
：こ
ビ

w

a

の
如
し
。

ぼ
し
て

.

枝
1 1

は
^
の
際
最 

初
の
落
札
價
格
；ビ；

»

後
の
差
：紙
：而
價
格
ビ
を
比
較
し

-

其
の
差

'
额
を
敷
銀
よ
り
減
じ
、或
は
敷
銀 

.
に
加
へ
て
最
初
の
落
札
者
一
交

‘付
す
。
之
を
利
敷
ビ
い
ふ

V

第
十
二
卷

(

四
七

) 

米
切
.手
 

第
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.
第

十

二

饴

八
W

諭

m

米

切

手

第一狨

:.
覺

丨

：

.

何
月
何

C
H

礼

.……

何
：：：：

限

リ 

.

.

.

.

.

1

何

米

何

百

俵

ヾ

何

拾

.何

；
奴

何

分
#
 

:'
.
御

_

何

屋

某

«

:

:

 ̂

.，落
札
主 

:
何
-月

何

日

■

何

■

屋

.

誰
..

,

褂
：屋

.

:「

：何

屋

何

有

，街

旧

殿

:

.

へ

.へ.：

買
持
と
し

«

會

 ̂

は
藏
藏

R

よ
-
 ̂J

,

米
切
手
所
有
考
は
之
を
藏
屋
敷
に
持
參
し
て
把
ル

!:

請
ふ
.

も
、或
は
之
を 

待
ち
て
資
却
す
る
も
隨
意
な
ぅ

0

但
し
^
持

R

は

相
當
の
期
限
あ

.

.

.
オ
ヒ
グ
、
ノ

 

' 

ュ 

f
l 

1
2 

,
 
I

宛
せ
す
ど
雖
も
、之

.を
過
ぐ
れ
ば
追
：出
ビ
母
り
、藏

米

を

引

取

ら

ざ

る

ベ

か

ら

ず

。

筑

前
«

ょ

■/ 

ネ
.

1
去
の
-
设
後
年
四
月
肥
後
藏
ば
明
後
年
五
月
，十
五
日
、中
國
藏

•は
明
後
年
三
月
二
十
三

B

、
i 

，癌

1 C
、

は
明
後
年

;I
t

月
二
十
日
、加

州

.藏

は

明

年
九

月

限

と

い

ふ

が

如
し
。
若
し
追
出
の

w

i

t

M

I

^

^

M

®

 

^
 
^

^

^

 

^
 

&1.

日

1

升
.五
合
乃
至

三
升
の

雰

を

m 

か
ざ
る
べ
か
ら
ず
？
番
赁
は
今
の
所
謂
藏
激
な
ぅ
。

堂
.
高
市
場
に

於
；；

け
る
：正
米
賣
貨
は
、切
手
と
：代
銀
と
の
取
引
な

b

。
資
方
ょ
ぅ
切
手
を
持
參 

し

y

代
銀
を
受
取
石
を
取
利
と
唱
へ
、贺
方
ょ

6

鈒
子
を
持
參
し
て
切
手
を
受
取
る
を
逆
取

#

 

と
い
ぶ
。
代

銀

.

及

：
び

切

手

の

，
授

受

は

即

，
日

に

.
行
ふ
を
原
則
と
す
れ
ど
も
、相

對

に

て

塑
日
渡

又
 

は
何
日
目
渡

.
ど
.

M

ず
こ
と
あ

6

。
寬
政
：以
後
は
四
日
自
を
期
限
ど
せ

b

。
.

切
手
は
之
を
質
，物
ビ
し
て
金
鈒
を
；借
用
す
る
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、切
手
を
得
べ
§
權
利
を 

質
物

.
ビ
爲
す
を
得
。：
此
の
場
合
に
は

«

主
を
し
て
代
龈
を
掛
け
し
め
、切
手
は
同
人
に

®

®
 
く 

な
i
 

,質
物
に
ス
れ
た
る
切
手
は
其
の
全
部
及
び

.一
部
を
銀
子
又
他
の
切
手
を
以
て
入
#
を 

爲
す
こ
ビ
並
び

^

入
替
小
の
切
手
を
貸
却
す
名
；こ
ビ
自
曲
な
り
。
か
く
切
手
を
質
物
に

取

る 

兩
替
：屋
を
入
替

«

;#

屋

1

に
逍
"來
兩

#

屋
と
い

ふ

。

株
數
五
，十
軒
な
：れ
ど
，其
0

內
多
額
の
入 

替
を
行
ふ
は
六
軒

.に
限
れ
卜
。
蓋
し
且
额
の
資
本
金
を
要
す
れ
ば
？

。
刹
子
は
三
月
朔
日 

ょ
6

十
月
ま
で

.

.：は：日
廻

.ど
稱
.
へ
-
鈒
一
赏
自
に

-9

き
日
步
銀

」

分
'ニ
三
厘
な
れ
ど
も
、十
一
月
朔 

日
ょ
办
ー
一
月

»

_日
ノ
ま
で
は

.春
銀
と
稱
べ
、四
グ
月
を
一
期

ビ

し
て
十
賞

目
に

つ
き
利
子
何
百
何
卜 

?

定
む
。

か
く
利
：子
0

.
高
率
な

‘

理
由
は
、諸
藏
新
米
入
札
の

.時
期
に
：當

6

、尤
も
金

.
銀
：の

®
 

要
#

妙
れ
ば
な
ぅ
。
切
手
入
替
の
貸
借

.は
迅
速
の
取
引

.
を
要
す
る
を
以
て

.大
抵
瞪
文
を
授
受

'

.

I

卷

(

四
九

)

0

M

来
•
沏

寻

ッ

 

'第

5

'

四九



ベ‘_

f

■ytr-cr

!**

r
l )lr

顧
t

i

卷

(

m

o)

論

，說
釆
沏
手

 

笫一

p

 

^

Q
 

せ
や
、又
刺
率
も
全
く
湘
對
攻

b

。
贷
咐

-1
«

は
相
場
ょ

6

教
干
內
端
に
見
稭
る
を
狐
■

.
ビ
す
取 

■■
^

t

，湘

手
次
第
に
て
相

«

1

杯
狀
資
付
く
る

.こ
と
も
ぁ
ヵ
。

_

場
¥

«

す
る
時
核
、̂
差
顿
に 

相
當
す

る

初
手
又
は
銀

.

子
を
提
姐
せ
ん
む
る
こ
ど
勿
論
な
々
と
雜
も
、借
主
之
に
應
嚒
ざ
る
時 

は
、入
替
爾
替
屋
は

1
兀
銀

の
返
®

を
®

®

し
、尙
之
に

■

#

ざ
る
時
は
、米
切
手
を
處
分
す
べ
し
と 

M

佳
し
た
名
上
、之
を
沛
踢
に
喪
却
し
；て

元

刺
を
#

算

;L

、不
足
ぁ
机
ば
见
に
借
主
ょ
ぅ
追
徵
す
。
 

• «

朱
：の
汰

.阪
濟
奉

^

—

色
山
：城
守
舊
：藏
書
類
中
に
、入
潜
の
敷
龈
と
し
セ
西
权
ト
つ
き

£

西
0

 

を
徵
す
と

あ

，々

。

%

0

敷
：銀
を
要
す
る
こ

- i

何
時
項
ょ
公
起
ぅ
し
か
を
知
ら
ず
と
雖

A

激

め 

相
場
下
落

0

埸
舍
收

*

:「

し
畋
り
デ
 ̂

,
.

,
米
切
手
の
逦
用

の
範
_

は
明
言
す
名

^

- #
^

、米
砌
手
は

「

當
她
M

不
ゾ
及
壌
他
所
他

國
迄聊無こ 

危
璐

-金
饊
洞
樣
に
通
用
仕
候

」

と
い
へ

る
の
み
。
天
明
五
年

(

西
紀

一'モ
金

)

：
近
月
、谷
中
善
光
寺
上

. 

m

半
英
衡
外
三
名
日
本

_

小
網
町

I

T

目
に
大
贩
表
正
米
切
手
注
女
取
次
所
を
建
て
，從
來
該 

地
め
問
屋
伸
襲

«

文
を
«

れ
.
る
翁
を
除
：き
、其
の
外
少

蒞
の
.米

切
手

質
入
を
希

題
す
る
潘
め 

爲
に
、取
次
業
を
劍
め

衣
る

z
i
ぁ
^:
。；
ff
i

戶
次
：b
.の
姓

文
の
少

.か
6
ざ
4
し
を
想
像
す
名
犯 

足
_れ
 

6

,°
:

. 

‘

麵

以
上
を
以
て
米
切
手

.の

：
形

式

，
性

質

，
資

質

Q
;

平
織
•金

融

と

の

關

係

等

は

略

之

を

說

き

得

た

&

 

^

信
ず
る
を
以
て
、舉
狀
興
の
沿
苹
に
考
及
す
べ
し

0

米
都
手
と
い

へ

名

名

、痛
は
：砂
糖
♦

掘
。藍
玉
等
の
.劫

手

艺

區

別

せ

ん

ギ

爲
'
に
、切

手

^

ニ
字
に 

米

を

加

卜

ぬ

る

な

石

ベ
く

、

古
.く
，は

切

手

と

言

极

ず

し

て

手
^

V」

い
办
、其
.の
賓
買
は
承
應
三
年 

0

六
苽
四)

含

遡

-6

こ
ヒ
辕
：か
4
 h

:
る

：：

年
代
に
始
；6
:
し
が
.
如
し
。

同
s

i

の

觸

書

S

年
仲
買 

d i
\

大

阪
. 0

み
,

て
萍
形
«

質

,?
:

劍
‘め

、
顺

：
次

：
他
, R
W

資
し
て
利
益
を
射
る
者
ぁ
る
が
た

め

、

米
惯 

，
貴

む

' M
く

、

叉
考
し
下
落
す
る
時
は
、最
後
.の

雌

入

者

は

殘
鈒

を
藏
屋
激
に
納
付
し
雛

ぐ

、

最
初 

§

備
入
者
ょ
み

.
米
§.
!

娘
方
を

®

促
す
る
：も
、他
に
轉

.賣
す
る
の
機

#

を
失
ひ
、紛
紜
輝

起

れ

り
。

又
薇

5

 

*

?

し

v

代
溆
宣
分
ユ

.を
受
領
し
、其
の
米
を
保
管
す
石
を
以

5

一
十
日
と
足
れ

. 

る
*
如
め

#

服

:̂

贪
*

せ
ず
、又
仲
貝
は

||

埤
湖
慨
の
延
湖
を
欲
す
る

?:

以

て、
爭

つ

て
期
限
を 

®

fi

せ
ざ
る
藏
无
め
米
を

«

求
め
、兩

冷
相
俟
ち
て
弊

®

を
助
長

I

、甚
だ
し
き
は
赏
際
の
米
を 

有
せ
ざ
る
に
先
手
形
を

- W

彼
し

®

日
に
到
漭
す
る

‘
廻
米
を
以
て
請
拂
を
爲
す
も
め
ぁ
り
。
自 

今
藏
出
狈
限
を
破
守
し
，手
形
の
轉
賣
及
び
先
手
形
の
發
行
を
禁
ず

V」

ぁ
り
。
此

( ;

先
手
孩 

あ
る
は
後
世
に
所
謂
空
米
切
手
の
事
に
し
て
、空
米
切

.
手
の
發
行
は
驻
だ

*

く

ょ

々

^
:
は

れ

奶十ニ卷

.

(

五I
〕

論

就

米

切

手

m

5

3t
“

ビ
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第
一
碑
、.至

を
知
，
る

べ
し
0

何
手
形
賣
質
の
禁
は
萬
治

！
. 一
 I.

年(
1

六六
9

寬
文

三
年

(

ー六
I

)

の
觸
替
.に
も

^

え
，
 

前
翁
に
：は
藏
出
の
米
は
，貝
主
に

M

す
ベ

く
、
餘
人
右
の
切
手
を
持
，參
す
と
も
米
を
渡
す
ベ
か
ら 

ず

と
い
ひ
、

後
者
に
は
藏
出
日
限
を
十
日
に
ー
減
じ
、今
後
米
價
若
し
下
落
せ

ば
、
舊
の

如
く

三
十 

上
復
す

'
べ
し
と
い

.
へ：ム
，
當
畤
の
爲

*

#

:
が：手
形
賣
質
の
禁
止
ビ
鑛
出
期
限
の

短
縮
と

に
よ 

6

.
、米
，價
の
騰
貴
，を
制
限
し
得
べ
し
と
信

.
じ
た
る
を
知
る
ベ
し
。

 

.

:• 

'手
形
の

- «

責
が
#
許
せ
ら
れ
ぬ
る
は
享
保
十

三
年

(

一七二八

)

七
月
な
り
。

同
月
の
觸
書
に
べ
向 

後
：切
：手
證
文
を
取
延
寶

0

儀
勝
手
次
第
可

&

ぃ
致
候」

と
ぁ
ぅ
。

而
し
て
右
.觸
書
に
忒
延
賣
を
許 

河
し
た
る
理
由

〉

を
.

說
明
せ
ざ
れ
ど
も
、先

〉

$

 

抑
制
の
一
方
法
と
し
て
轉
賣
を
禁
じ

タ 

る
よ
- !
)

考
ふ
れ

;.

ば
、德
寶
を
許
可
し
左
.る
は
米
惯
を
釣
上
げ
ん
が
爲
な
る
を
想
像
し
得
べ
し
。

，而
し

.：
て.
.之
を
事

' »

に
徵
す
る

_
家
.、享

«

七
.
八
年
の
頃
よ

6
..
豐
作
打
續
き
し
が
爲

V米

價

は

次

^

に 

下
:«
:

ゼ

な
:!
)

、词
+「

ニ
：年
十
1

ー，月

：の
仕
秦
；相
：場
：は

廣

島

米

三
, +

六
匁
八
分
。中
國
米
三
十
二
奴
^
 

分
*
侦
前
米
三

.
十
七
奴
掏
分

'の
安
直
を
呈
，し、藏
屋
敷
に
て
拂
米
の
看
阪
を
掛
く
る
も
入

.
札
*
少 

X

、止
む
を
得
ず
入

：f t

を
.中
止
す
る
に
至
れ
ぅ
と

.ぃ
ふ
。
.さ

す

れ

ば

米

切
手

の
轉

賣

を
公
許
し 

た
る
は
米
惯
激
上
の

」

手

段
ビ
し

.
て
.用
a

ら
れ
し
も
の

.
な
る
乙

.
と
明
ら
か
な

6

。
然
る

.こ
K

^

'
は
同
十
四
年

"
十
.丑
年
に
幸
り
愈

>
下
落
し
、十
五
年
の
仕
舞
相
場
は

•
廣
島
米
一

；

十
九

^

八
.
分
”備 

:«
)

米
.ニ
十
八
匁
六
分

•
中
國
米
ニ
十
：ニ

^

ニ
分
ど
な
：
6

、武
家

*
百
姓
の
困
窮
ニ

.
方
な
ら
ず
、丁

7

商
も 

亦
其

.の

.影
響
を
被
り
し

.
か
.
ば
、同
十
六
年
に
免

6

幕
府
は
江
戶

.に
て
買
上
米
を
行
ひ
、又
大
阪
に 

て
は
三
免
に
六
十
腐
石
の
一
；質

米

を

命

ず

る

に

至

れ
t

凡

を

享

保

年

間

米

價
の
高
F

に
關
し
、
 

.慕
，府
0
.
施
設

す

る

所
.甚
だ
.多
.
ぐ
、前
記
の
外
、堂

島

米
#

買
に
株
札

?:

許
可
し
た
る
も
、江
戸
淺
孽 

:藏
俞
：の
札
差
伸
叫
を
認
：可
し
：た
る
：も
、い
づ
れ
も

享
倮
年
間
の
•事

な

6

ど
す
。

.

:寬
文
年
間
十
日
に
短
縦
せ
ら
れ
し
藏
出
沏
限
は
.何
年
に
至

i

H
十
日
の
舊
制
に
狻
せ
し
か
ノ 

M

寬
；政
六
年

(

一
七
九
掘)

の
刊
本
懷

W
永
.代
藏
に
見
ゆ
る
藏
出
期
限

¥0
羅

s

s

l

fI^
s

f
 

4

 

麵
|̂

於
は
#

年
ょ
り
始

^N

し
か
、未
だ
詳
な
ら
ず
と
雖
吃
•米
切
手
轉
賣
の
許
可

V」

共
に
、藏
出
砌
限 

は
復
舊
せ
し
も
の
な
ら
ん

.と
想
#
す
る
は
、敢
へ
て
不
可
無
か
る
ベ
し
。

米
姐
^

を

J H

米

-&
^

。摘
米
切
手

.。出
米
切
手

*
出
切
手
な
ど
ビ
稱
す
る
乙
と
あ

b

o

正
^
切
平 

は
空
米
切
手
に

*|

す
る

.名
拂

」

米
切
手
ビ
は
藏
屋
敷
に

‘

て
賣
拂
へ
る
米
の
切
手
の
，義
、又
出
米
切 

牙
•出
切
手

ビ

は
藏
屋
敷

^

.就
い
七
；正
一
米
を
藏
出
し
得
る
切
手
の
意
，な

b

。,

M

し
て
之
と
反
對

. 

な
.
グ
を
ダ
鈉
切
〒
過

^

IJ
T

P

達
^

手
な
ど
と
稱
す
、其
の

.
名
異
な

6

ビ
雖
も
i
耍
す
る
に
空
米

,

f1

怨

(

五
.三)

飴

說

米

切

手

 

“

5

五三



說.
米

_

句.手
 

■

，
第
一
號
：

瓦
，
四

)

先

叙
；
切

手

w

は
代

銀
を

先
鈉

す
る
に
よ

6

、過
米
切

.
手
と
^

«

M
 

’

過
分
に
發
行
せ
る
に
よ
り
、又

«

達
切
手
と
は
藏
屋

31
よ
&
金
銀 

鈒
：主

〔

.
に
交
付
す
る
に
よ
れ
る
名

a

か
。

承
應

H

年
令
に
.見
ゆ
る
先

气
'

:
:.
.

へ'
.
:
'
::
:

:

::'
:

.

.

.

J E

。空
，雨

0
の
米
切

.手
は
.
，書
式
の
上
よ
が
區
別
す
る
を
得
し
や
。
寶
曆
八
年
刊
行
の
米
^
賣 

眞
：出
：
.世
3

圖
式
に

「

先
»

切
手
ベ
坊
主
切
手

と

も

い
ふ
な
う
、切
手
の
書

#

に
ば
ん
つ
け
も
、貝
ぬ 

し
も
"
日
も
.
.̂
き
を
い
ふ

.
*
'う
、藏
や
し
き
の
勝
平
に
よ
ヶ
登
办
高
の
う
ち
を
代
鈒
：に
つ
も

6

^
、
 

步
I V

を
き
わ
め
登

6

次
第
米
穀

*

^

た
し
勘
定
あ
る
證
據
の
た
め
に
渡
る
切
手
也

」

と
あ
れ
ば
、
 

切
手
：而

に

貝

虫

の

：氏
.名
•
月
，：ロ
‘
.潘
.號
等
な
き
を
.空
米
切
；手
と
し
、之
あ
る
を
正
米
如
手
と
解
寧
せ 

る
♦か
.如
し
，

然

れ

ど
^'
^

し
#

式

^ .

よ
办
て
兩
稱
の
切
手
を
區
別
し
得
ベ
し
と
せ
ば
、空
來
妨 

手
は
藏
屋
敷
對
個
人

.
，銀

、
王

，
間

の

；
貸

借

の

擔

保

に

過

ぎ

ず

し

て

、

其
.0 -

.
赙
實
は
到
底
市
場
に
於
て 

fj

は
る
べ
し

と

思
ば
れ
ず
、空
米
切
手
の
發
行

R

よ
り
藏
屋
擻
の

.
利
ヾ」

す

る
所
は
、空
米
切
手

S 

る
こ
ビ
を

知

ら，し
め

'
'ず
し
て
之
を
流
通
せ
：

し
：む

る
に
あ
る
や

i t

無
し
。

安

永

九
年

(

一
七
八
〇)

.五 

■

觸
書
に「

諸
：家
藏
々
調
達
銀
：の
儀
、藏
元
或
は
.立

入

之

町

入

印

形

の

利

付

瞪

文

を

以

借
入
、右

访
十
ニ
卷
' 

へ
五
四)

論

®

手
k

:

外
な
' 

ら
ざ
る
な

.

.

.cs 

敷
に
現
存
せ

.る
正
米
：高
ょ 

を
調
達
す
る
擔
保
ビ
し
ゼ 

手
形
も
即
ち
空
，.米切
手
な

爲：；

引
常

“
3
3

米
切
手
桃
渡

®

:
候
.
.趣

&

聞
候
所
、
11
5

:
切
手
の
事

R

候
へ
ば
 

>有
.
米
に
候
得
共
、®
米

と 

も
違
、夫
々
相
對
も
有
レ
之
_

に
而
、每
々
及
ニ
沘
入
”
不
取
締
に
#

、向
.
後
借
：銀
の
別
當
に
差
入
候
分
は 

へ調
達
：挪

手

ミ

名

目

を
#

、》
米
出

■

手
ビ
相
分
々
候
機
認
、

«

主
え
爲

f e

渡
，候

」

と
あ

れ

ぱ
、罾

時
市 

場
に
流
布
せ
る
雨
：

»

ゆ
切
芊
は
形
式

.
上
何
等

0 .

區
別
無
か
ぅ
し

4

ゆ
な

6

-

0丽
し
て
本
令
の 

發
布
も
亦
雨
潜
を
形
式
土
ょ
办
永
久
に
裁
然

_

定
す
る
能
は

H

 

$

し
こ
と
、文
化
年
冏
筑
後

«
 

米
；切

.手

§

不
拂

I 

.件
を
辱
て

^

る

べし
。

：：：

余
；

許

に

存

す6:
卡
_

靴
以
米
挪
手
は
、®
堂

0 

仲
«

:
室
谷
氏

(

播
磨
屋

)

ょ

ぅ
惠
贈
せ
ら
れ
た
も
の
に
し
て
、文
化
以

#

の
4

の
な
る
べ
し
璆
雕 

も
、貝
里

.
の
氏
名
を
記
入
せ

.る
は
、寫
眞
版

.に

.出

.せ
る
筑
後
藏
米
切
手
ゆ
み

.
に
lb

で
、其
の
他
は
皆 

K

各
.
だS

i

入
せ

^

是
等
琴
悉
ぐ
签
米

® '

手
と
認
定
せ
ん

乙

と
は

®

だ
^

許
無
し
。
質
主
の
氏 

:

名
•
丹
げ

#

號
の
有
無
を
以
て
：事
空
兩
鋪

®

手
の
相

•逢
と
な
せ

.る
_

或
の

_

は
、做

’翻
5

餘
地 

あ
k

v
と
す
ベ

し
。

大
.阪
に
：於

.て
米
に

®

す
る
法
令
中
®
も
古
き
は
承
應
三
年
令
な

S
J
h
0
令
に
旣
に
^
ヰ
形 

0.
發
行
を

»

上
し

#>
6
。

r;
-L
て
本
令
に
續
ぎ
て

S

米
切
手

0:
衡

©

を
取

®.
^N

*

る
は

®;
曆 

十

1

年(
I

七六ー

)

十 

一f

月
ゆ
觚
書
な
各
が
承
應
ょ
な
寶
曆
に
至

'る
苺

#

年

li
e

に
麵
何
な
る
取

*

熊
十
二
卷

(

五
並

)

諭

m

來
训
宇
 

渺
；

五玉



第
十
二
怨

(

at

六)
.

論

ft

米
切
手
 

第
}
號

ェ

」

、

法
の
&
け

ら

れ
し
か
は
今
之
を
知
る
を
得
ず
。
寶
曆
十

|

年
令
に
は
、大
阪
に
於
け
る
諸
家
蔵 

屋
擻
に

^

廻
着
米
：高

0

、
外

に

；
空

米

を

書

加

人

^

米
高
よ
り
：過
米
の
切
手
を
發

«

賣
却
し
、廻
米 

:

を
，都

A
ロ
せ
ん
ビ
す
る
時
は
、右
の
過
米
切
手
を

«

戾
す

も

の
あ
ぅ
ビ

0
ぐ
。
':

正
米
直
段
及

X

自 

0

の
切
手
米
資

H

5T

妨
げ
、其
の
弊
少
か
ら
ず
。

自

今

右

體

の

空

米

•過
米
を
書
加
ヘ
寶
買
す
る 

こ
と
を
嚴
禁
す
。
違
犯
の
锻
は
曲
事
た
る
べ
し

V
J

あ

P
て
•同
時
に
藏
屋
敷

1

て
'1

米
別
ド
發 

行
；の
®

實

を

知

る

者
あ

，

ら
ば
.
訴
出
づ
ベ
，し

と

促

し

た
b

e

空

米

切

手

の

發

行

は

有

米

高

增

.加 

■
の
意
哝
ビ
な
り
、米
憚
を
下

.落
せ
し
む
る
を
以
て
、之
が
诹
締
法
を
設
け
し
は

.
自
明
の
理
な

W

ら
、
 

資
曆
十
一
年
に
至

$

本
.令
0

«

布
せ
ら
れ
し
理
由
を
考
ふ
る

R

、延
享
の
末
年
よ
り
寶
曆

0

初 

年
へ
か
け
て
米

©

著
し
く
低
落
し
、

I

は
千
石
以
下
の

.旗
本
及
び
小
役
人

.に

拜

借

金
?:
許

し 

て

一

時

の

窮

乏

を

救
a

し

程

な
6

き
。
.

尤
も
寶
曆
.五

年

は

大

風

洪

水

あ
6

て
米
價
舉
騰
し
た 

る
も
、翌

年

よ

々

復

下

落

し
.た
る
を
以
て
、同
九
年
に
は
米
切
手
が
質
に
取
れ
る
者
を
呼
出
し
て
、
 

之
^

檢
赍
し
、十

_年
.に
は
_
,諸
家
藏
屋

»

;
の
名
代

*

元
九
十
八
名
を

to

率
行
所
に
召
喚
し
で
、藏
米 

の
出
入
を
書
上
げ

U

め
、遂
に
十
一
年
，を
以
て
，本
令
を
發
布
し
、同
月
幕
府
は
始
め
て
大
阪
町
人

. 

丨
御

K

金
百
七
十

「

萬
兩
を
課
し
其
の
一
部
を
諸
家
に
貸
付
け
、竣
部
を
以
て
買
米
を
爲
さ
し
め
.、

以
て
米
偕

?:

韵
上

.げ
ん
•
と
す
る
に

—

.れ
、り。

米

®

下
落
に

よ
る

諸
家
の
窮
乏
甚
だ

し
き
に

至 

り
空
米
切
字
の
取
翁
は
米

«

3 1

上
の
ー
平
段
ビ
し
て
嚴
重
に
施
行
せ
ら
れ
た
る
を
知
る
ベ
し

( 

.

^
れ

ど
現
在
藏
屋
擻

^

賴
i t

け
る
米
に

あ

ら

ず
ん

ば
、切
手
を
發
行
す
る
能
は
ず
と
す
れ
ば
、
 

本
國
よ
ぅ
大
阪
ま
で

®

上
.數
：
W

M

を
隔
：て
た
；る
場
合
に
は
、橫

出

よ

&

到
着
に
至
る
ま
で
に
多 

大
め
日
數
を
耍
し
、其
の
間
谶
屋

- ®

は
金
：融
の

.便

.を
_

く

乙
と
と
な

る

0

仍
て
塑
十
二
年
九
月 

代
ー
至
5

、現
に
海

±:
‘運
«

中
の
'
石

數

は

时

舉

行

所

に

屈

出

の

上

、之
に
，相
當
.す
る
切
手
發
行
を
許 

可
ず
。
.'
:

尤
も
到
着
の
：上
は
質
請
人
。買
請
人
居
财
の
年
寄

0
米
方
年
行
司
。藏
屋
敷
役
人
見
分
の
上
、
 

其
の
趣
を
町
奉
行
所
に
屈
出
づ

ベ

く
、町
奉
行
所
に
於
て
前

の

屈

書S
断
■

し
*

違

な

け
れ
ば 

之

を

空

米

と

認

め

ざ

る

こ

と

と

せ

り

。

.

次
ぎ
に
窣
曆
令
發
布
以
前
に
發
行
せ
ら
れ
た
る
空
米
切
羊
の
處
处
は
、明
和
四
年

(

一七六七

)

関 

九
月
に

¥
;:6

決
定
せ
り
。

.

其
の
大
意
は
、

®

曆
令
以
前

^

於
て
藏
藏
よ

A

借
銀
返
濟
の
引
當
ビ 

し
て
鈒
主
に
交

#

し
た
る
調

■
達
切
手
は

®

手
主
よ
ぅ
外
に
賣
買
ず
ベ

■

か
ら
ず
、切
手
主
に
あ
ら 

ざ
る
渚
之
を
所
持
し
て
藏
厘
廉
へ
责
戾
：さば
、嚴
重
に
處
分
す
ベ
し
。
又
右
切
手
引
請
人
は
藏 

屋
敷
よ

§

整
理
上
に
つ
き
談
判
あ
ら
ば
、相
對
に
て
決
濟
す
ベ
く
、萬
一
町
泰
行
所
に
出
訴
す
七

雜
十
ニ
卷

(

五

七

)

論

說

来

切

手

 

5

號

：

五

ヒ



站
十
ニ
卷

(

:̂
八
.

)

論
說
.
米
切
手

 

幣〗

0|
£
. 

v

丄
V

各
、之
を
受
理
せ
ず
ビ
い
上
に
あ
ぅ
き
。

3

れ
ば
寶
曆
。明
和
兩
度
の
取
締
に

X

り
、爾
後
空
米
切 

字
：は

一

切
市
場
k ;

其
の
影
を
絕
，り
べ
き
#
と
な
れ

空
米
切
手
の
取
締
を
嚴

«

に
，ず

.る
は

®

る
可
な
れ
ど
％
、之
ビ
同
時
に
正
米
妨
手
の
％

1

を 

閉
寒

.せ，
ば
、米
惯
の
下
落
金
融
の
妨
害

.と
な
る
や
必
せ
ぅ

C

實
際
寶
曆
年
間
は
空
米
切
字
.市
場 

に
横
行
せ
る
を
以
て
へ
正
米
切

^

を
所
有
せ
る
者
は
不
安
を
感
七
て
之
を
賣
急
ぎ
た
る
形
迹
ぁ

. 

I
. 

_

に
於

-て
藤
_

は
米
切
手

0

:
通
用
を
保
瞪
し
®
手
所
有
者
及
び
質
取
主
公
事
出
入
に
て 

吟
映
中

/
a

P
ど
も
、切
手
は
妨
無
く
通
用
す
ベ
：し
。
若
し
切
手
所
有
者
又
ば
質
取
主
罪

?:
'

得
て
、
 

家
财
を
闕
所
に
隨
せ
ら
る

/V

も
、其
の
罪
妻
子

R

關
係
な
く
ば
、切
手
は
妻
子
に
赐
ょ
る
べ
し
。
 

吟
味
中
家
財
に
封
印
，を
施
ず
こ
と
あ
る
も
、切
手
は
封
印
外
に
し
て
、通
用
勝
手
左
る
ベ
し
ヾ

」

せ 

り
此
の
保
瞪
の
此
で

^

I
る

は

，
明

和

：二

年

八

月

の

'
事

^c

p
レ

が
、
制
：
定t

時

正
米

•

«

合

米

共
1 ; 

ち
に

1

匁
の
騰
貴
を
來
し

^

i

ど
ぃ
へ
ば
、如
何
に
人
心
に
慰
安
を
與
へ
し
か
を
知
る
ベ
ぐ
、其 

の
後
安
永
ニ
年

(

|

セ七三
>
文
化
十
，ニ
年

(
1

八I

i

政
元
年

(

一八玉四

)

の
三
同
ま
で
も
、之
と
同

. 

一
« 

r

叉
は
同

1

文
1
B
.を
反
複
公
布
し
た
る
を
以
て
見
れ
ば
、此
の
特
典
は
發

_

以
後
慕
宋
に
至
る

. 

^

，で

W

餘
年
を
通
じ
て
米
切
年

に

與
へ
へ
ら
れ
た
る
保
證

^

c

.

い
ふ
ベ

し

。
，

卿 I

.•經

濟原

_

曲分法の：
辨
：

三
邊
：
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